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気温 2℃上昇でサンゴ礁が成⻑不能になり沿岸浸⽔リスクが増⼤する 
 

地球温暖化が進むとサンゴ礁の成⻑⼒が低下する可能性が⾼まります。熱帯⻄⼤⻄洋の 400 カ所以上
のサンゴ礁のデータ分析から、気温が現在より 2℃上昇すると、2100 年までにほぼすべての礁が成⻑不
能になり、礁上の⽔深が 0.7〜1.2 メートル増加して沿岸浸⽔リスクが⼤幅に増⼤すると予測されました。 

 

サンゴ礁は多くの⿂や⽣き物のすみかであるだけでなく、⽔質浄化や防波堤など、海岸を守る⼤切
な役割も果たしています。しかし近年、地球温暖化による海⽔温の上昇やサンゴの病気、⽔質の悪化な
どによって、世界中で衰退が進んでいます。特に⻄⼤⻄洋地域のサンゴ礁では、⽩化現象や死滅が広が
り、成⻑⼒が弱まっていることが問題となっています。⽇本を含む 8 カ国が参加する今回の国際研究
チームは、⽶国フロリダやメキシコ、ボネール島（ベネズエラ沖）など 400 か所以上のサンゴ礁を調
べ、過去の化⽯サンゴ礁のデータと現在の⽣態データを組み合わせて、成⻑の様⼦を分析しました。そ
の結果、現在のレベルで CO₂排出が続くと、2040 年までに 70％以上のサンゴ礁の成⻑が⽌まり、現
在から 2℃の気温上昇により、2100 年には 99％以上のサンゴ礁が成⻑不能になることが分かりまし
た。⼀⽅、海⾯上昇は今後加速すると予測されていることから、サンゴ礁の成⻑不⾜は礁上の⽔深増加
をもたらし、⾼潮や沿岸の浸⽔リスクを⾼め、藻場やラグーン（外界から隔てられた浅い⽔域）といっ
た周辺の海の環境も⼤きく変化すると考えられます。本研究結果は、サンゴ礁を守るためには修復活
動だけでなく、陸と海の環境管理を改善するとともに、地球温暖化を現状から 2℃未満に抑える努⼒が
不可⽋であることを⽰唆しています。 
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 研究の背景  
サンゴ礁は波の⼒を弱めて沿岸を守ると同時に、多くの⽣物のすみかを提供する重要な⽣態系です。世

界の熱帯沿岸では、サンゴ礁が波のエネルギーの最⼤ 97％を吸収し、洪⽔被害の回避による経済効果は
年間 30 億ドルを超えると推定されています。しかし近年、気候変動による海⽔温上昇や海洋酸性化、病
害の拡⼤、⽔質悪化などの影響で、サンゴの多様性と量が急速に失われています。特に⻄⼤⻄洋域では、
かつて優勢だったミドリイシ属（Acropora）のサンゴが壊滅的に減少し、サンゴ礁の成⻑（堆積注１））⼒
が弱まり、すでに多くの場所で成⻑よりも侵⾷注２）が勝る状態となっています。こうした変化は、海⾯上
昇の作⽤とも重なり、将来の沿岸防御機能に深刻な影響を及ぼすことが懸念されます。 
 
 研究内容と成果  

⽇本を含む 8 カ国が参加する本国際研究チームは、⽶国フロリダ、メキシコ、ボネール島（ベネズエラ
沖）を含む 400 か所以上のサンゴ礁で得られた現在の⽣態データと、過去（約 260 万年前〜現在）の化
⽯サンゴ礁の堆積記録を組み合わせ、サンゴ礁の成⻑⼒（堆積能⼒）を新たに算出しました。特に、サン
ゴの種類ごとに異なる⾻格の空隙率（ポロシティ）注３）を精密に測定し、従来よりも正確な成⻑速度を推
定しました。その結果、多くのサンゴ礁の成⻑速度はすでに海⾯の上昇速度を下回っており、現状と同レ
ベルの CO₂排出が続けば、2040 年までに 70％以上が浸⾷状態に転じることが明らかになりました（参考
図）。さらに 2100 年までに気温上昇が 2℃を超えると、ほぼすべてのサンゴ礁が成⻑をやめ、逆に削ら
れる⽅向へ進むと予測されます。この場合、サンゴ礁の成⻑不⾜と海⾯上昇との⼆重の作⽤により、礁上
⽔深注４）は平均で 0.7〜1.2m増加し、⾼潮や波浪の影響を強く受けるようになります。これは沿岸の浸⽔
リスクを⼤幅に⾼め、サンゴ礁の背後に広がるラグーン（サンゴ礁によって外界から隔てられた浅い⽔
域）や海草藻場などの⽣態系を根本から変化させる可能性があります。 
 

 今後の展開  
本研究結果は、サンゴ礁の将来が気候変動の進⾏と密接に結びついていることを改めて⽰しました。気

温上昇を現在から 2℃未満に抑えることができれば、⼀部の地域ではサンゴ礁が海⾯上昇にある程度対応
できる可能性が残ります。そのためには温室効果ガス排出の⼤幅削減が不可⽋です。また、サンゴの回復
や修復は、理論的にはサンゴ礁の成⻑を推進する効果が期待されますが、現状では限られた⼩規模な成功
例にとどまっています。とりわけ⾼いサンゴ被度（⽣きたサンゴがサンゴ礁を覆う割合。35〜40％以上
のミドリイシ属サンゴ、または 60％以上の⼤型サンゴ群集）を維持する必要があり、これは現在の環境
状態を考えると極めて困難です。今後、地球温暖化を抑制する国際的な取り組みと並⾏して、⽔質改善や
過剰漁業の抑制といった地域レベルの管理を強化することが急務であると⾔えます。 
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 参考図  

 
図 本研究結果の概要。複数の気候シナリオに基づいて予測された 2100 年までの海⾯上昇（左上グラフ）
により、サンゴ礁の上にある⽔深が時間とともに増加し、サンゴ礁の成⻑速度（成⻑能⼒）が今後⼤幅に
低下する（右下グラフ）。地球温暖化の進⾏に伴う海⾯上昇とサンゴ礁の成⻑能⼒の乖離が、サンゴ礁の
減少リスクを⾼めると考えられる。 
 

 ⽤語解説  
注１） 堆積 

サンゴや⽯灰藻の⾻格が堆積して礁が成⻑する過程。 
注２） 浸⾷ 

海の波浪や流れにより礁が削られる過程。 
注３） 空隙率（ポロシティ） 

サンゴの⾻格内の空隙の割合。空隙率が⾼いと⾻格は軽く、⾒かけの成⻑に対して実効的な堆積能⼒
が低くなる。 

注４） 礁上⽔深 
礁表⾯から海⾯までの⽔深。増加すると波のエネルギーが沿岸に届きやすくなる。 
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